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か
つ
ら
ぶ
ん
き
ょ
う

対�馬�市�成�人�式�

　
新
成
人
の
門
出
を
祝
う
対
馬
市
成
人

式
が
、
１
月
８
日
、
シ
ャ
イ
ン
ド
ー
ム

み
ね
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
成
人
式
を
迎
え
た
の
は
、
昭
和

60
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
対
馬
市
で

は
５
８
９
名
（
昨
年
比
26
名
減
）
。
そ

の
う
ち
男
性
１
８
８
名
、
女
性
２
３
４

名
の
合
計
４
２
２
名
の
新
成
人
が
式
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
松
村
市
長
か
ら
各
町
代
表

の
新
成
人
（
◇
厳
原
＝
黒
岩
南
さ
ん
◇

美
津
島
＝
今
林
摩
美
さ
ん
◇
豊
玉
＝
原

田
洋
三
さ
ん
◇
峰
＝
宮
本
慎
二
さ
ん
◇

上
県
＝
江
藤
啓
さ
ん
◇
上
対
馬
＝
庄
司

美
萩
さ
ん
）
に
成
年
証
書
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
美
津
島
町
の
西
山
和
彦
さ

ん
が
「
私
た
ち
は
郷
土
対
馬
を
誇
り
に

思
い
、
周
り
の
人
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
21
世
紀
の
担
い
手
と
し

て
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
行
動
し
、
自

ら
の
選
ん
だ
道
を
信
じ
、
心
豊
か
に
生

き
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
誓
い
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
落
語
家
の
桂
文
喬
さ
ん
が

「
夢
を
実
現
す
る
に
は
、
夢
が
叶
う
と

信
じ
て
念
じ
、
努
力
し
て
下
さ
い
。
努

力
は
必
ず
報
わ
れ
ま
す
。
報
わ
れ
る
ま

で
努
力
す
れ
ば
い
い
の
で
す
」
と
講
演
。

成
人
者
を
笑
わ
せ
な
が
ら
、
よ
り
良
い

人
生
を
生
き
る
秘
訣
を
分
か
り
や
す
く

講
演
し
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
福
し
ま

し
た
。

　
会
場
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た

友
人
達
と
談
笑
し
た
り
、
記
念
撮
影
を

行
う
お
馴
染
み
の
光
景
が
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
撮
影
に
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
携

帯
電
話
を
使
用
す
る
と
こ
ろ
が
現
代
を

象
徴
し
て
い
ま
し
た
。

誓いのことばを述べる西山和彦さん�

�
市
長
よ
り
成
年
証
書
を
受
け
取
る�

　
　
　
　
　
　
厳
原
町
代
表
の
黒
岩
南
さ
ん��

589名が大人の仲間入り�



　
新
春
を
飾
る
恒
例
の
対
馬
市
消

防
出
初
式
が
、
１
月
５
日
、
上
対

馬
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

市
内
の
消
防
団
員
４
５
０
名
（
厳

原
65
名
、
美
津
島
55
名
、
豊
玉
50

名
、
峰
35
名
、
上
県
45
名
、
上
対

馬
２
０
０
名
）
を
は
じ
め
、
消
防

署
員
等
多
く
の
関
係
者
が
参
加
し
、

地
域
の
防
火
・
防
災
の
決
意
を
新

た
に
す
る
と
共
に
、
士
気
の
高
揚

と
団
結
を
誓
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
松
村
市
長
は
、
昨
年
３

月
に
発
生
し
た
福
岡
県
西
方
沖
地

震
に
触
れ
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に

や
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
を
教
訓
と

し
て
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
に
努

力
し
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
消
防
庁
長
官
、
県
知

事
、
県
消
防
協
会
長
等
か
ら
、
消

防
業
務
に
功
績
の
あ
っ
た
団
員

等
（
延
べ
3
1
1
名
）
へ
の
表
彰

や
退
職
団
員
（
延
べ
2
1
9
名
）

へ
の
感
謝
状
の
授
与
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
上
対
馬
地
区

消
防
団
が
式
典
会
場
か
ら
比
田
勝

港
埋
立
地
ま
で
市
中
行
進
を
行
い
、

そ
の
後
消
防
車
両
に
よ
る
一
斉
放

水
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
各
地
区
で
も
市
中

行
進
、
放
水
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
17
年
に
お
け
る
対

馬
市
で
の
火
災
の
発
生
件
数
は
、

建
物
23
件
、林
野
11
件
、車
両
３
件
、

そ
の
他
７
件
の
計
44
件
で
し
た
。
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○豊玉� ○上県� ○上対馬�

各地区での市中行進を盛り上げてくれた幼年消防クラブ

防火・防災の決意新たに�防火・防災の決意新たに�

各 地 区 で の 出 初 式 の 様 子 �

一斉放水�

上対馬地区消防団による市中行進�

市長に人員報告を行う永留市喜対馬市消防団長�


